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「ChatGPTを使い倒そう」事例発表

－国立大学図書館協会地区協会助成事業 北海道地区協会令和5年度企画事業－

北海道大学 附属図書館
利用支援課 本館閲覧担当

こん しょうご

近 祥伍

2024年2月21日



本日の発表内容

1

「ChatGPTを使い倒そう」事例発表

役立つと思われる事例
⚫イベントの広報案（SNS）
⚫PowerPointの資料作成
⚫海外からの問い合わせメール対応

注意が必要だと思われる事例
⚫テキストを含む画像の生成
⚫記号・図表を含むPDFの認識



✓ 具体的な指示を与える前に誤送信してしまっ
たが、こちらの意図を汲み取ってくれた。

✓ 文章が柔らかくなり、ハッシュタグや絵文字
が加わることで、親しみやすい印象になった。

2

役立つと思われる事例①

文章の添削: X（Twitter）で図書展示の広報をする

入力例

出力例

（次の文章の添削をお願いします）

POINT



3

役立つと思われる事例②

プレゼンテーションの作成: 図書館ホームページの情報をもとに

入力例

出力例

以下、VBAコードが続く

（前半部分省略）



4

役立つと思われる事例②

プレゼンテーションの作成: 図書館ホームページの情報をもとに

「Copy code」ボタンでコピーし、VBA（マクロ）に貼り付ける

デザイナーを使い
体裁を整える

POINT

✓ URLを指定することで、正しい情報を出力できた。

✓ テキストはプレゼンテーション用に修正されていた。

✓ あとからフォントや文字の大きさを変更可能。

5分ほどで完成！

北海道大学の基本理念に基づく貢献

（元の文章にはない副題が生成された）



翻訳機能＋文章生成: 海外からの問い合わせメール対応

5

役立つと思われる事例③

入力例



翻訳機能＋文章生成: 海外からの問い合わせメール対応

6

役立つと思われる事例③

出力例 POINT

✓ 当初の回答は丁寧だが、やや冗長な文章
だったため、「もっと簡潔に」と指示した。

✓ 与えられた条件を守り、特に違和感のない
英語になったように思う。

✓ 翻訳サイトを使う場合、ユーザーが最初に
（日本語で）一通り文案を考える必要がある
が、それが原因で英語らしい表現に欠ける
場合がある。

✓ ChatGPTでは、伝えたい事項を箇条書きす
るだけで、文章構成を自動で行なってくれる
ため、より自然な言い回しになる可能性も？



図書館のロゴ作成: スーパーロゴデザイナ「ロゴ作る君」（GPTs）

7

注意が必要だと思われる事例①

入力例

出力例

POINT

✓ 漠然としたイメージから対話を重ね、色やス
タイル、配置を決定した。テキスト（Hokkaido 
University Library）だけは、何度正しく出力さ
せようと試みても上手くいかなかった。

✓ しばらくは画像のみを描かせて、テキストは
無しor後付けするのが良いかも知れない。

R

出力する度にデザインが
少しずつ変化してしまう…

メジャーリーグ風の
北大野球部のロゴを作成



PDFの認識精度: 開館カレンダーを学習させてみた

8

注意が必要だと思われる事例②

入力例

出力例



PDFの認識精度: 開館カレンダーを学習させてみた

9

注意が必要だと思われる事例②

間違った回答をしてしまった。
正しくはシンボル「◎」で、開館時間は8:00～22:00

PDFの認識機能に限界があることを理由に回答しなかった。

具体的な日付の開館時間は答えられる？

1月22日の出力 1月30日の出力

POINT

✓ AIにとって難しそうな、記号や図表を含むPDFの内容を説明できた。

✓ より詳細な質問に対しては間違った回答をしてしまったが、後日同じ質問をすると、
「分からないことが分かる」ようになっていて、興味深いと思った。



まとめと展望

10

「ChatGPTを使い倒そう」事例発表

ChatGPTを実際に使ってみて感じたこと
⚫ 完成のイメージを言葉で正確に発注するのは意外と難しい。
言語化・コミュニケーション能力が必要（プロンプトエンジニア）。

⚫ 今回注意が必要な事例として紹介した機能も、日進月歩で改善が
見られ、すぐに実用的になることが期待できる。

ChatGPTですぐに実現出来そうなこと
⚫ 図書館利用に関する案内ができるChatbotをトップページに置く

→問い合わせ対応の負担軽減になる？
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